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生物多様性情報は散在・・・

実験・記録ノート
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気温の変動による秋のきのこの出現時期の変化
南イングランドでの過去59年386種のデータ

Boddy et al (2014) Fungal Ecology 10: 20-33.

最初に観察された日

最後に観察された日

温暖化？



アメリカのブタクサ類の現在の分布と将来の分布予測

分布域の拡大→アレルギー患者の増加→医療費増加



9種のTripanosoma類と396種の野生哺乳動物種についての47,942件のオカレンスデータ
をもとにした関係ネットワーク図

シャーガス病：Trypanosomaｰベクター（昆虫）－ベクターのホス
ト（哺乳類）のネットワーク図
Rengifo-Correa et al.（2019）

複数トリパノソーマと関係 サシガメ類 哺乳類



環境評価・資源探索・保全・・・

生物多様性情報

”One Stopで”





約１６億件！

地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility

インターネットを介して、世界の生物多様性情報を誰
でも自由に見られる仕組みを作っている国際機構

現在利用できる情報は・・・

事務局：コペンハーゲン



Peer-reviewed publications using GBIF-mediated data
Annual totals 2019

侵略的外来種・気候変
動・保全・食料・生態系
サービス・データマネジ
メント・情報科学・生物
多様性学, etc.



>100 以上の博物館・大学・研究機関がデータを提供

科博
GBIF

東大・
遺伝研

標本

観察・文献



背景：日本ノードからのデータ出版の流れ

遺伝研

国立科学博物館

G
B
I
F

東大

103の研究機関・
自然史博物館・大学

文献
観察情報
学術誌など

標本

英語

日本語

S-Net／JBIFサイト
／ジャパンサーチ

変換手数料
研修・実習・
情報交換



サイエンスミュージアムネット

JBIFサイト

ジャパンサーチ(2020～；ベータ版2018～)

http://science-net.kahaku.go.jp/

インターネットでの公開
GBIF（地球規模生物多様性情報機構）

世界最大の生物多様性情報サイト。GBIF全体では15.8億件を
公開。日本からは7.8百万件を公開。標本情報としてはアジア
最多数。

https://jpsearch.go.jp/

https://www.gbif.org/ja/

http://www.gbif.jp/v2/

科博が運営する標本情報サイト。103機関から5.5百万件を公
開。

遺伝研が運営するGBIF日本ノード「JBIF」のサイト。活動状況
を広報。S-Netに加え、観察情報などを公開。7.2百万件を公
開。

国立国会図書館が運営するデジタルアーカイブ。S-Netの
データを連携して公開。唯一の自然史情報提供元。

http://science-net.kahaku.go.jp/
https://jpsearch.go.jp/
https://www.gbif.org/ja/
http://www.gbif.jp/v2/


S-Net
標本 観察

JBIFサイト

日本から出版 海外から出版

標本 観察

GBIF



GBIFのホームページでできること

1. コミュニティの活動を知る
• 参加ノード
• 活動プログラム（競争的資金）
• イベント

2. 利用例
• Science review

3. 生物多様性情報の検索・ダウンロード
4. 学名のチェック
5. 菌類（ITS）昆虫（COI）からの該当種検索



S-Net
http://science-net.kahaku.go.jp/

• 自然史情報の国内利用のためのサイト
• 国際標準化されたデータ（103機関412
データセット・555万件）

• 機関情報・データセット情報も公開

http://science-net.kahaku.go.jp/



集める から 使う の時代へ

1. GBIFサイトは日本語化されてさらに便利に。

2. 利用例（お手本となる論文）
• Science review→日本語版も出版

3. S-Neｔもリニューアル（2018年4月）され、便利に。

よいデータを集める

データを使う



1. GBIF／S-Netご紹介（細矢）
2. S-Netのデータ検索とダウンロード・地図
に落とす（細矢）

3. GBIFデータのダウンロード、利用例（水沼）
4. 質疑応答

本研究会のアウトライン
データ活用編 （11月14日）



1. データクリーニングのポイント（細矢）
2. 問題あるデータのチェックポイント（細矢）
3. 新しいレッドデータ種チェックシステム（水
沼）

4. GBIFサイトを使った学名チェック（細矢）

本研究会のアウトライン
データ提出編 （11月15日）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19

